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昨年 12月 1日 、狛江の西河原公民館におい

て開催された「第3回野川ネットワーク」につ

いて報告致 します。当日は野川流域各所より

15名が参加され、各地の現状が報告されまし

た。世田谷からは特になし、狛江か らはわき

みず祭 りが無事開催されたこと、西野川の公

園整備現場で伏流水と思われる水が出てい

たこと、調布からは野川下水処理場について

新たな進展がないこと、いこいの水辺の2期

工事が始まったこと、小金井からは12月 22日

に開催されるわんぱ く冬祭 り(鍔山氏の写真

集出版祝いをかねて )の 案内がされました。

この日の主な議題は「関東村跡地野川下水

処理場 」についてでした

いくつかの意 見が述べ られましたので、簡

単にまとめてみます .

1.調布飛行場 との関連で、正規の飛行場 と

なった場合の影響についての懸念、それ自体

が京 I線高架などの問題とからめて、政治 と

りひきの材料になっている .

2.利、たちの使用 している上 下水道について、

東京都が生産緑地法などにより人口増加を

前提にしていることに問題があるのでけな
にヽ か ,

3.下水処理場の処理竜について52万 トン.曰

量は多すぎるけれどでは少なければいいの

か。4.卜
・
水処理の基本として、地形的に流域

を越えないようにするべ きで、できなければ

自区内処理を原則にしてはどうか。

5.関 連する汚泥処理施設について、調布市の

要望をいれているがそれは、処理場の施設を

調布市がすでに認めていることになるので

はないから

調相辺の チ ョゥとトンボの写真展

■/28～ 2/9 西部公民館で開催
主催 :野川で 遊ぶまちづくりの会

共催 :西 多摩昆虫同好会   後援 :調布市教育委員会

|■ :1■



【成功した東京ホタル会議】
都議会議員・野川ホタル村
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調布・北部公

～「食」の
での催し

講座 ～

―多数のご参加を !一

調布市柴崎 0424-88-2698

(木曜日・ PM2:00～ ,9回連続 )

①⑥ 1/30 3/5  「都市」と「食」のエコロジー (明峰 哲夫氏)

②③ 2/6, 13    私たちをとりまく食環境 (三宅 征子氏 )

④  2/20      調布市のゴミ回収事情

⑤⑦③2/27 3/12・ 19食環境の変化と短命化

(清掃事務所の職員の方 )

(西山 隆造氏 )

⑨  3/26      都市化と自然環境      (小 サ|1 潔氏)

来明峰先生は日野で『やぼ耕作団』を主催し精力的に活動されています。

・ またt小川先生は学芸大で地球環境科学を教えていらっしゃいます。

お二人とも、遊ぶ会の紹介から講師を引き受けて下さいました。



この真冬の寒いときに トンボの話なん

て、少し季節はずれのようですが、冷た

い水の中でじっと春を待つている トンボ

の

'Pや

ヤゴ達のことを忘れることはでき

ません。

トンボの住みやすい環境 といったとき、

単に成虫が飛びまわる場所だけではなく、

幼虫 (ヤ ゴ)も安ヽ して生活できる場所

のことだと僕は考えています。    ・

どんなに小さな水たまりでも、成虫は

受ずといっていいほどそこを訪れます。

オスなら縄張 りを作 り、メスなら産りPヽ

トンボと環境 (Ⅲ )

ヽをするといつた目的があるので、 トン

ボは水があれば寄って来るのです。

秋の長雨の後、昨日までの雨でできた

水たまりにアキアカネを見かけることが

よくあります。せっかく飛来して産

'Pしても、こういつた水たまりは翌日には千

上がり、卵はッ∫、化することができません。

これは、成虫がいても幼虫の住めない

環境の一例です。幼虫の生活できる環境

は、始要な時期 (羽化までの期間)に、

ぬ要なだけの水量があることが最低限の

条件です。

次に羮要なものはエサです。成長に′

～ トンポの集まる池～

上 村  佳 孝  (中 3)

′合わせて、いろいろなエサを取るよう

になります。すべての トンポは生れたと

きから肉食性でもあります。

また、 トンポの成虫が産

'Pし

たり、ヤ

ゴカ¶きれ場所とする水草があることも大

切な条件です。

水量、水質、エサ、水草といつた条件

をすべて備えている池が、 トンポの集ま

りやすい環境であるといえます。もとろ

ん種類によつては、流れのあるなし、水

の深さ、水草の種類などに好みは違つて

きます。

また、池といっても、川が蛇行して水

がよどんだところや、水が湧き出して湿

地になっているところも含まれます。

ま工のような条件をそろえた水辺が、

私たちのまちの中にどれだけあるか…?

これは、自分たちが住む町の自然の豊か

さをあらわす指標になるのではないか、

と僕は思っています。 (狛江在住 )



野川の魚たち voL.2 -OC ヨシノボ リ
「ぼ くが最初にヨシノポリという名前を聞いたとき、お相撲さんの名前かと思いまし

た。ところが、見るとヘンな顔 した、おもしろい魚です。…」
これは、当時、小学 5年生だった少年が初めてヨシノポリを見たときの感想です。こ

の少年はすっかリヨシノポリのとりこになり、 |つがいのヨシノポリを観察しては、そ
あ稚魚を育てようと試みていました。次の年の秋になって、朝日学生新聞社の『 海とさ
かなコンクール』で見事、入賞しましたから、その執念もめでたく報われたわけです。
′
今でこそ本当のお相撲さんで芳昇 (よ しのぼり)と いうショ名の人がぃますが、確か

に名前だけ聞 くとヘンな名前です。実はこの魚、体長 5～ 7.口 の川にすむ淡水のハゼな
のです。今でも、多摩川では是政や京工多摩川の河原寄りの流れのないところには、石
と石の間をチョコマカと逍っている姿を見ることができます。胸ヒレがおわんを伏せた

ようにすばまっていて、それが吸盤の役割をすることによつてヨシ (ア シ)の茎 (で き)で
ものぼつてしまうことからついた名前だといわれています。 (ト ビハゼのように水上に

は出ません。)実際に水槽などで飼ってみると、ガラス面にびつたりとはりつ くことが

分かります。

ハゼの仲間ですから、生れたばかりの糸くずのような稚魚は餌の豊富な河口や下流に

流されます。夏になって |～ 2 cmに 育つと、中流のほうまでさかのぼつて来るわけで

す。ダムのない岐阜県・長良川では、 70“ mも のぼつてくるものがいることが知られて
います。琵琶湖周辺の川では、夏になると護岸のコンクリー トにびつしりと幼魚がはり

付 く姿が見られます。それを採って『 ウロリの佃煮』として売っているわけですが、こ

れだけは食べることができませんでした。垂直のコンクリー トでも、水さえ流れていれ

ば上つていきます。吸盤状の胸ヒレは、彼らにとつて大切な道具なのです。

ヨシノポリは、比較的かんたんに飼うことができます。こぶし大の石を砂矛1の 上に置

き、すみかにしてやります。餌は肉食性が強いのですが、金魚の餌もよく食べます。オ

スは石の下にナワバリをつ くり、毎日がとにかく忙 しい。巣をなおしたり、ジャマ者を

追 つ払 ったり…私たちの生活を見るようで

す.やがてオスは全体が黒ずみ、メスを迎

入れ産9Fを させます。小 さなメスが 1年 に

14口、 |万 2000も のりFを 産んだのに

は■かされました。 (冒 頭の少年の観察 )

女性がヨシノポリを見マ:グ ロテスクだ

と言うか、ユーモラスだと言うかで相性判

断もできます。

3年前、野川でも多く戻ってきて、大変

喜んだのですが、翌年の夏に川が涸れてし

まい、また見られなくなりました。今年こ

そは、あのユーモラスでたくましい姿を見

せてほしいと′むから願っています。 (N)

ヨシノポリの産,F

000-
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ど
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が

ど
ん
な
様
子
な
の
か
、
ど
ん
な
に
素
晴

野

村

　

圭

佑

ら
し
い
か
を
知
ら
せ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
跡
地
の
観
察
を
続
け
て
い
く

う
ち
に
、
こ
こ
に
戻
っ
た
生
き
物
た
ち

は
、
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
来

た
か
な
ど
次
々
と
疑
間
が
出
て
き
ま
し

た
。
幸
い
に
も
、
こ
う
し
た
こ
と
を
専

門
に
研
究
さ
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入
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た
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ま
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く
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ら
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、
ち
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こ
の
原
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だ
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思
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史
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せ
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．
そ
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下
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然
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、

か
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の
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失
わ
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だ
と
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と
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教
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く
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い
る
の
に
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か
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な

い
の
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す
。

私
た
ち
の
経
験
や
観
察
は
、
き
わ
め

て
限
ら
れ
た
も
の
で
、
不
完
全
な
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
跡

地
以
外
に
も
、　
一
度
自
然
が
失
わ
れ
た

り
、
少
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ ザリガニつりに真剣勝負 !



ト ン ボ 公 園 (自然体験園)案
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間 報 告

調 布 周 辺 の チ ョ ウ と ト ン ボ の

「

‐チ 撃雲 炉菱 馬蚤 重力 言己 _」

|ま あきれい J「 調lfに こんなにいつぱいチヨ

ウや トンボがいるの」というのが展覧会場に来

て下さった人j菫 の最も多か った反応で したぅ

そ |て比較的恵まれた調布の現在の環境をこ

の「 ま残 してゆきたいよ多くの人達が語 って

く |し た _
;,そ

もの この企画 ′.1端 は去年の夏の終

わ 頃調布域で 1を もFl" ′残っている都立農

‰ :島
′ 11場か ら自然万:11.■ DFの たんばから

野 :|| かけて トンボ t'メ き
′い年の中学生上村

件 推君と トンボの種類を調べてみようという

ことになりました .し ら́べてみるといって も私

は全くの素人で当日は L村君が先生で私はそ

の不肖の弟子といった態で したが ,そ の時見せ

られたのが調布周辺で撮 った二十種類の トン

ボのアルバノ、で、その11に も十種類程 見ている

という ,そ こでヒラメイたのが写真展のことで

した 。

調布周辺にはまだこんなに多くの トンボが

生遭、しているこのことを多くの人に知 って も

らいたいぅそして身近な自然の大切さを再認識

してもらいたい。この発想は数年前か ら荒川で

トンボ公園(自 然体験園)作 りの中心になって

こられた野村圭祐さんにお会いしたときの話

に触発されたものです。

丁度 ちの頃新聞で西多摩■■1同 好会が「東京

都の蝶」という写真集が出版された記事を読み

(同 会の十年にわたる活動の集大成ともいえる

労作です ),調布周辺のチ ョウも併せて展示で

きないだろうかという 思いに駆 られたのでし

た

代
「

I.)久 保 田さんは一面識 もないもの か

らの願いを承諾 して くださり、以前からときど

き講演会 に参加 していた「 横浜かわを考える

会 |の 森清和さんを通 して環境計画ア トリエの

山道省三さんのア ドバイスも受け、一カ月位の

間に「調布周辺θうチ ョウと トンボの写真展J開

催が決定 したので した。

か くして泥縄式かつ、おんぶにだつこケ式に

よる写真展を最 も無知識の人間が企画すると

いう無謀な計画がスター トを切ったのでした。

その後野村さんの紹介で高知県中オ:の トン

ボ王国も貴重な写真を提供 して下さ こヽとに

なり、トンボの写真三十五枚、チ 11が大小併

せて六十枚以 L、 計百枚 という大規模なもの

となり、さ らに写真家の浜野栄次さん キ鍔山

英次さんが賛助出品により花を添えて下さる

ことになりました:さ てその後は大変で した。

依 田  輝 :ilF.

思 いつ きと無計画の重な りでバ、くれ 11が った

プラ ンを実行す る為 に精力をそそいでいる会

員の 人達 の側で私 は といえば、ただおろおろ

して いるとい った 有 り様で した ,そ のよ うな

わけで開催前二 、三 日は皆 、半徹夜状態、前夜 、

公民館閉館時にな って も展示準備半ば状態で、

こうして迎えた初 日は午前 中展示の準備を し

なが ら最初の客を迎えたという始末で した。中

央、北部両公民館を終わ った段階で五百人を越

える方々に見て戴 いたのですが、これ らの殆 ど

の方々 と少 しづつ なが ら、話をす ることがで

き、嬉 しい限 りで した ,,

その中で音の調布の姿を懐か しげに語る年

配の方々に比 して、何 よりも印家的だ ったの

は、私たちの掲げた大きな看板やボスターに見

向きもしないで通 り過 ぎる公民館を利用 して

いる二十代位の多 くのお母さんたちの姿で し

た .

そこで北部公民館ではこの人達にことごと、

く声をかけることに しました。するとハ ツとし

たように殆どの人が快 く見てくれるのです、,

そこで解 ったことは、皆あまりに忙 しく心の

ゆとりを失っているということなのです ,Jl村

佳孝君の綿密な調査により、調布周辺に約二 |

種の トンボがいることが解 ったのですが、これ

も見ようとする心の目をもつことにより、見え

るものであうて、私たちもぜひそのような心の

ゆとりを持ちたいと強 く思った次第ですⅢ
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遊ぶ会・企画

一般の『 自然観察会』よりも、もっと遊び

の要素を強めて気楽に親しんでいこう、とい

うのが今回の企画のきっかけです。もともと

は水辺の自然を扱う私たちですが、湧き水を

育む雑木林についても知る必要があります。

ドングリは、子供のおもちゃ

になるだけでなく、日本に稲作

が伝わってくる前には重要な食

文化でもありました。現在でも

韓国では正月のお祝いにクヌギのモチをつく

るそうです。

ドングリを知ることによって、その雑木林

の全体の様子をある程度知ることができま

す。同様に、キノコが同じ木に生えることを

利用して森を知ることもできます。

ハ

|́、

連休中にもかかわらず21名が親子連れ

で参加してくれました。秋の柔らかな日差

しの中で都立農業高校 0深大寺農場を出発

点に、自然広場 (通称・カニ山)周辺の森

の探索です。もちろん、素人の案内です

が、緑の推進委員の横山譲二先

生の助っ人が′心強い味方です。

ドングリ類は調布周辺で7種

ぐらい見つかるはずですが、残

念ながらコナラがほとんどで、しかも手入

れはあまりされていませんでした。しか

しレ纏t鼻皇暑TFtt『 11イ壻:事ムモ
グラ穴より水が出て、生き生きとした森の

姿も見ることができたわけです。

平成 3年 9月 23日
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キノコ  事架 希実 睡数

カットは栗山さん



′今年は、コメの自由化や都市における生産

緑地法の改正など、農家の人にとっても都市

住民にとっても差し迫った問題を突きつけら

れています。いや、都市住民が問題の本質を

自分の生活の将来に関わることとしてとらえ

ているかどうかこそ大問題なのです。

話題になっているコメの自由化問題につい

ても、単に「米が安 く買えればよい」とか、

ビジョンも持たずに「農業の将来は大丈夫」

というような無責任な発言が目立ちます。ノ

調布・染地田んぼクラブ

ノ たしかに、大規模化

・未来化の可能な平坦

な土地であ農地は生き

残れるでしょう。しか

し、私たちの原風景と

なる山あいの田んぼ

や、かつての日本人の

生活が育んだ雑木林

は、だれも近づけない荒涼 にぅりょう)と した場

所に変わる運命にあります。

そういった農地こそ森や水、多くの生き物

を育み、そして、私達を育ててくれた生態系

のサイクルの場なのです。いや、地球生命体

の自然サイクルの一部なのです。農村の荒廃

や過疎 (かそ)の問題は都市の超過密と表裏一体

のものとして考え、山奥の谷戸田の視点から

都市農業をとらえる出発点にしたいと思いま

(事務局 。 依田 輝男 )

■ /■ 9

発足したばかりの西多摩環境フォ

ーラム (久保田繁雄氏代表)が企画

したネイチャーリングフェスタに会

のメンバーが参加しました。あいか

わらず久保田さんの説明はおもしろ

い。オオムラサキの幼虫を初めて見

ました。それにしても、横沢入の開

発がいつ始まるか心配です。

す。

L轟 I象 留柿 悧

の改修工事が住民の合意が得られないままに見

切り発車されることが発表されました。住宅地

の中に奇跡的に残つた湧水の流れが消えていき

ます。都の職員に保護 (誘拐 ?)さ れたホトケ

ドジョウの380匹 の運命はどうなるのだろう。

たった2～ 300コ の水辺を将来のため、教育

のためになぜ残せないのでしょう。

一会員募集― 里予りIIてF逆菫メド  ま ち 一づ く り の 会

私たちは、まだ生れたばかりの小さな会ですが、小さな生き物の視点から自然を生か

した『 まちづくり』を考えています。水辺や緑の身近な環境問題に関心のある方…家族
で参加してみませんか¨!  (年 会費 1000円 一通信費 1会報作成費 )

会からのお矢日らせげ
北の杜フェスティバル ヮ→泊ップイ

3//■
(調布・北部公民館 )

(日 )自 然教室 … 『ノ
lヽ さな生き物と友達になろう』

ぼ 魚の採り方・飼し`方  |:
チョウやトンボの見つけ方 など
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都:市::どlhl地

段々畑の村からの視点

私が少年時代を過ごしたのは、ミカンの産

地で有名な南予 (愛媛県)です。山奥の農村

地帯になりますが、山の上まで耕して天にま

で至る、といづた段々畑の寒村です。私にと

って、農業のことを考える出発点は、この農

村風景にあります。

見わたす限りに山の奥の奥まで耕作されて

いて、整備された道が弧線となつて続き、頂

上近くの雑木林まで手入れが行き届いていま

した。猪 (ぃのしし)よ けの鳴子 (竹筒に水を受け

て音を出す。いわゆる鹿オ ドシ)の音が、′

畑があるつていいナ|

我が家の周囲には、まだ畑が残っていま

す。そして、畑の前の無人スタンドには新鮮

な野菜がいつも売られています。こつちの畑

では小松菜と自菜、あつちの畑ではキヤベツ

とプロッコリー等々¨。旬の野菜が手に入り

ます。

2才半になる息子と、作物の成長を見るの

はなかなか楽しいものです。

「 リッパナ、はくさい、ダネ¨」

「コレ“ぶろつこリナノ ?」

「コレ¨ナァニ ?」

と会話は尽きません。

子どもの観察眼には鋭いものがあります。

じ一っみつめては、「アッ、ようちゅうガイ

ルヨ。」とか「はつぱ二、あなガアイテルヨ」

ノしじまを破って響くという光景は、四十年

前の日本の原風景というべきものだつたと思

います。

私の記憶に間違いがなければ、この頃の農

業人口は日本の人口の半数を越していたので

はないかと思われます。 (農家の子供を含

む)昭和三十年代の高度経済成長の波に乗っ

て、都市の吹き溜まりに吸い寄せられるよう

に集まってきた若者たちの一人がこの私であ

り、無数の私たちです。そして気がついてみ

ると、私たちの心のふるさとでもある農村が

今まさに荒れなんとしているときに立ち会つ

ています。              ′

などと、大人の目の高さからはとうてい見え

ない、小さな小さな幼虫を見つけては、その

大発見に驚いています。2才の子どもには、

この何でもないことが『生命』を感じさせる

ようです。

先日プロッコリーを買つたら、本当に小さ

な幼虫がついていました。以前の私なら、そ

んな時、思わず目をそむけて虫を取つていた

でしょう。ところが、この頃は虫付きの野菜

に安心感すら湧いてきます。

小さな幼虫が安心して住処にできる野菜、

蝶々や他の昆虫たちが集まってくる畑に本当

の自然を感じるようになってきたのです。息

子がいつも『生き物』を感じられる自然を大

切にしたい、とつくづく思います。

しかし春になると、またひとつ畑が駐車場

になるらしいのです。  (内 藤 はるみ )

´σtt ρヽ 2″ びら,もしのヴ電9uC θ♂し9もらの♂し9匙ら
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【遊ぶ会活動メモ】(平成3年9月 ～平成4年 1月 )

平成3年 9月 23日
i 「 どんぐり、きのこ探検隊 J(都立農業高校農場、かに山自然広場 )

・  皆楽しiデそきあこの種類の豊富さに一同驚きの表情、数十年ぶりの大雨とい
うことでかに山では至るところから湧水が流れだし、自然広場では数種の トン
ボが群れていた()

10月 27・ 28日

「晩秋の上野村に遊ぶ」

十国峠は紅葉のさなか、きのこ狩り、栗拾いく物産センターでは運よく
=ヽ

るさ
と祭りの日で名産品の大安売即売会など、多様な催しがあり、超安売の野菜を大
量に購入し、持ち帰った。

llり 12711～ 12り llll
l調布周辺のチョウとトンボの写真展」(調布市中央公民館)

30種のトンボと約50種のチョウの写真を展示、小さな生き物の視点で調布の

自然環境を考える環境展。

12月 7日 ～15日                         '

引き続き北部公民館で上記写真展、中央公民館とは出入りする人の雰囲気に

違いがあり、地域に密着した公民館のよさが感じられて面白かった。

平成4年 1月 7日

「みぬまたんぼ保存市民連絡会訪問」(浦和市)

代表(19団体加盟)の村上氏及び秘書の方よりお話を伺う。市民と行政が協力
して運動しておられる旨、たんぼの規模の大きさ、運動の広がり、ともに羨まし
いぐらいで畏敬の念を抱く()

「束久留米の落合川源流を訪ねる」

今や住宅地となり、ごみも捨てられている場所から湧水が流れ出ていて、少し

わびしい。80m位下の橋の上で大の散歩をさせていた近所の主婦が湧水の場所を

教えてくれたが、川の改修工事が行われることを知らなかった。しかビFり ||は こ
のままの姿であって欲しい」と語ってくれた。

【遊 ぶ 会 ‐本 年 度 や っ て「み た1い こ と 】

自然広場から用水路、谷戸田、野り|1写
翁基轟象著科ζfiTノ

ィド
と
すぅ。

1つ の柱として、生き物を視点とし
遊び心を生かし、自在性を尊重する。  ~. ・

渥難首子鳥摯碁般彗層撃l撃須良督基嘉Lしをぃ:グループと

1

2

3
4

5

6

交流会・見学を行う。
  3土曜4時～6時)if i. ニ毎月11回例会を持つ。(第 (文責・依田)
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